
事業目的

事業概要

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

（１）アーキテクチャの設計・検証

DADC※において、自律移動ロボット等の分野で、産学官で連携してユースケー

スの具体化やシステムのプロトタイプ試作を行いながら、アーキテクチャやインター

フェース等をアジャイルに設計します。その結果を踏まえて使用が推奨される標準・

技術の評価を行い、システム連携した場合に全体として円滑に機能するためのリ

ファレンスやルールの策定・公表を行います。（IPA交付金）

※2020年5月に独立行政法人情報処理推進機構（IPA）に設置された、デ

ジタルアーキテクチャ・デザインセンター

（２）アーキテクチャの実装に向けた研究開発

NEDOにおいて、DADCが設計するアーキテクチャの実装に際し、新たに作成ある

いは改良が必要な標準について、研究開発を行います。また、全体の効率や利

便性を大きく左右する技術で、未開発あるいは改善が求められるものや、客観的

な評価を要するものに関して、技術開発や検証を行います。（NEDO交付金）

Society5.0の具体的なビジョン・ユースケースを描きながら、ルール、システム、技

術、ビジネス等の観点も含めて、社会全体のアーキテクチャを設計して、各者が自

らの役割を遂行することで世界をリードする新たな産業・サービスを創出することを

目指します。アーキテクチャ設計に当たっては、レイヤー構造を設計して、協調領

域はデジタルインフラとして整備するとともに、モジュール構造を設計して相互運用

性を確保することでサービスの開発・連携を容易にします。社会実装・普及に向け

て、安全性・信頼性の確保とイノベーションの促進を両立するようなインセンティブ

を含めたカバナンス構造を設計します。

（１）アーキテクチャの設計・検証

　

（２）アーキテクチャの実装に向けた研究開発

成果目標

令和4年度から令和6年度までの3年間の事業であり、最終的には、３以上の領域

で、その領域でのシステム構築の際に参照すべきアーキテクチャを策定し、制度化又は

標準化を行います。また、当該アーキテクチャをもとに、必要な標準の洗い出しを行い、

体系的な標準化を進めるための体制構築を目指します。

産業DXのためのデジタルインフラ整備事業
商務情報政策局情報経済課

アーキテクチャ戦略企画室

令和５年度概算要求額 億円 ( 22.0 億円 ）32.0

(独) 情報処理推進機構

(研)新エネルギー・産業

技術総合開発機構
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